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多くの両性花型の被子植物は自家不和合性と呼ばれる分子機構を持ち､他家受精を

進め､種め遺伝的多様性を維持している｡ｱﾌﾞﾗﾅ科植物の自家不和合性はSと呼ば

れる1遺伝子座の複対立遺伝子(S遺伝子)によって支配される｡これまでの研究か

ら自他識別に関わるS遺伝子座の柱頭側決定因子および花粉側決定因子が同定された

が､そのｼｸﾞﾅﾙ伝達経路や花粉拒絶反応の分子機構はほとんど未解明のままである｡

Brassl'ca rapa var. Yellow Sarsonは自家和合性の変異株で､ S遺伝子以外にM

(modifier)遺伝子に変異を持つとされている｡本株の持つm変異は劣性の変異であ

り, 〟遺伝子産物はSRKの下流で重要な働きをしていると考えられてきた｡本研究は､

ｱﾌﾞﾗﾅ科植物の自家不和合性におけるｼｸﾞﾅﾙ伝達機構の解明を目指し､ 〟遺伝子

の実体を明らかにすること目的としたものである｡

第1章では､まず､ 〟遺伝子のﾎﾟｼﾞｼｮﾅﾙｸﾛ-ﾆﾝｸﾞを行うために､ Yellow

Sarson Sf2Sf2LWの和合性原因遺伝子の内､ m遺伝子のみを野生株B. rapa S8S8Mに交

配により導入した｡次に､ 〟遺伝子座近傍の遺伝地図を作製し､ 〟遺伝子座をo.8 cM

の領域に絞り込んだ｡この過程で､これまで発表されていた〟遺伝子がMOD遺伝子で

あるという説を完全に否定した｡

第2章では､ BACｸﾛ-ﾝを用いての染色体歩行により､最終的に約50 kbpの領域

まで〟遺伝子座を絞り込んだ｡この領域にあるﾌﾟﾛﾃｲﾝｷﾅ-ｾﾞをｺ-ﾄﾞする遺伝

子をM locus protein kinase (MLPK)と命名したo m変異体のMLPKは､ｷﾅ-ｾﾞﾄﾞ

ﾒｲﾝの1塩基置換により､ｸﾞﾘｼﾝがｱﾙｷﾞﾆﾝに変わっており､その変異型MLPK

ﾀﾝﾊﾟｸ質はｷﾅ-ｾﾞ活性を欠くことを示した｡ついで､ -過的に柱頭に遺伝子を発

現させる試験法を確立し､ MLPKがm変異を相補することを確認し､ M遺伝子の本体

はMLPKであると結論づけたo

第3章では､ MLPKﾀﾝﾊﾟｸ質の生化学的､及び分子生物学的性質について検討した｡

MLPKは404ｱﾐﾉ酸からなるﾀﾝﾊﾟｸ質で､N末端にﾐﾘｽﾄｲﾙ化ﾓﾁ-ﾌを持ち､

膜に結合している可能性を示し､ GFP融合ﾀﾝﾊﾟｸ質としてMLPKは細胞膜に局在する

ことを確認した｡また柱頭抽出物の生化学的分画によってもMLPKが膜ｱﾝｶ-型ﾀ

ﾝﾊﾟｸ質であることを示唆した｡最後に以上を総括して,自家不和合性のｼｸﾞﾅﾙ伝

達系で現在知られているﾀﾝﾊﾟｸ質群をまとめて､ｼｸﾞﾅﾙ伝達機構のﾓﾃﾞﾙを示し
た｡

以上のように､本研究は〟遺伝子のﾎﾟｼﾞｼｮﾅﾙｸﾛ-ﾆﾝｸﾞによって膜ｱﾝｶ-

型ﾌﾟﾛﾃｲﾝｷﾅ-ｾﾞであるMLPKがｱﾌﾞﾗﾅ科植物の自家不和合性ｼｸﾞﾅﾙ伝達に

重要な因子であることを明らかにしたものである｡
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植物の自家不和合性の現象は古くから知られていたが､どのようにして植物が自己

を認識するかは長い間の謎であった｡ｱﾌﾞﾗﾅ科植物は胞子体型自家不和合性を示す

典型的な植物であり､その性質は､ｱﾌﾞﾗﾅ科読菜類のFl種子の採取にも利用され

ている重要な農業形質でもある｡ｱﾌﾞﾗﾅ科植物の自家不和合性のこれまでの研究は､

この現象を支配するS遺伝子座の解明に重点がおかれていたが､ 5遺伝子座にｺ-ﾄﾞ

される花粉因子､雌ずい因子の解明によって､その中心がｼｸﾞﾅﾙ伝達に移りつつあ

る｡こうした中にあって､ Brassica rapa var. Yellow Sarson株は,自家和合変異株

であり､遺伝学的な解析から､ S遺伝子座以外にM遺伝子座に変異があるとされてき

た｡このM遺伝子座の変異は､劣性で､ S遺伝子座系の下流にあるとされ､ｼｸﾞﾅﾙ

伝達系の研究には格好の対象であるが､その実体はあいまいなままであった｡

本申請者は､まず､ yellow Sarson株のm変異を､これまで主として使用してきた

B. rapa S8系統に移すとともに､遺伝学的な解析を行った｡その過程で､ｱﾒﾘｶの

ｸﾞﾙ-ﾌﾟが発表してきた､ M遺伝子はｱｸｱﾎﾟﾘﾝ様分子をｺ-ﾄﾞするMOD遺伝子で

あるという説を完全に否定した｡続いて､ BACｸﾛ-ﾝを用いて､ M遣伝子座を絞り

込み､最終的に50k bpの領域内の12の予測oRFを明らかにした｡このうち､ﾌﾟﾛﾃ

ｲﾝｷﾅ-ｾﾞをｺ-ﾄﾞする遺伝子に着目して､これをMLPK(Mlocus protel'n kinase)

と名付け､詳細な解析を行った｡その結果､ m変異体では､ｷﾅ-ｾﾞ活性を持たない

1塩基変異であることを見いだすとともに､ MLPKが､新たにこの遣伝子の機能を証明

するために考案した検定系で､ m変異を相補することを示し､ MLPKがM遣伝子の本体

であることを明らかにした｡さらに､ M遺伝子産物が､ﾐﾘｽﾁﾙ化され､膜に局在

する可能性を強く示した｡ MLPKは膜ｱﾝｶ-型ﾌﾟﾛﾃｲﾝｷﾅ-ｾﾞであり､ﾚｾﾌﾟﾀ

-ｷﾅ-ｾﾞと進化的に近縁であるが細胞外ﾄﾞﾒｲﾝを持たないreceptor llke

cytosolic kinase (RLCK)ﾌｱﾐﾘ-の-員である｡

以上のように､本論文は,ｱﾌﾞﾗﾅ科植物での自己認識のｼｸﾞﾅﾙ伝達系で､そ

の流れを正に制御する因子を初めて明らかにしたもので､ｱﾌﾞﾗﾅ科植物の自家不和

合性研究にとって､ -里塚となる研究論文である｡同時に､ RLCKﾌｧﾐﾘ-の-員で

あるMLPKが植物のﾚｾﾌﾟﾀ-ｷﾅ-ｾﾞを介するｼｸﾞﾅﾙ伝達に関わっていることを

示す初めてのものであり､今後､種々の植物でのｼｸﾞﾅﾙ伝達系の研究に大きな影響

を与えるものであって､本論文は,応用上､学術上貢献するところが少なくない｡よ

って審査委員-同は､本論文が博士(ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ)の学位論文として価値ある
ものと認めた｡


